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小倉清先生傘寿記念文集編集委員会編
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う自分の生きている意味がなくなったと考え，多分死を選んだん

だと私は直観した。支えきれなかった虚しきとＣさんにとって

の生きることの難しさを感じざるを得なかった。

小倉先生の手のひらの上で，３つの事例を通して多くのことを

私は学んだ。それ以外にも，実は私は多くのことで小倉先生に支

えて頂いた。わかば会についても，家族が病気で退会し，昨年復

帰したのも小倉先生が声をかけて下ったからである。振り返って

みれば，小倉ワールドの隅に自分の居場所を勝手に見つけて，居

座ってきたが，何の返礼もしていない気がする。研修生時代の私

には，とても小倉先生の投げかける「謎」に直接対話できる能

力も，経験もなかった。当時から２５年経った現在，小倉先生ワ

ールドの隅に居続けながらも，私なりに臨床経験を積んできたつ

もりである。その経験から今後は，もう少し小倉ワールドの隅か

ら，中心へとコミットし，何らかの形で貢献できればと考えてい

る。最後に，小倉先生という師を持てたことを本当に幸せに思う。

長い間有難うございました。これからもどうぞよろしくお願い致

します。

小倉臨床の秘密にせまる

小林隆児

(西南学院大学人Ⅲ科学部）

私がこの文集に原稿を載せていただく機会を与えられた理由は

第３軍傘寿に寄せて１”

つい最近の出来事によっていると思っている。２年前に私はある

事悩から小倉先生のクリニックで週１日臨床の場を持つ機会を

与えていただいたからである。還暦を過ぎたばかりの私にとって

これほどの幸運はなかったと思う。実は小倉先生との出会いは古

い。昭和６３年秋，福岡で私の恩師の村田豊久先生会長のもと児

童輔神医学会が開催された折，学会で初めて事例検討のセッショ

ンを持つことになり，私は自分から買って出て事例発表を行った。

その時のコメンテーターが小倉清先生であった。精神療法とは何

かよく分からないまま，がむしゃらに夢中で発表したのを今でも

鮮明に記憶している。聴衆にとっては大変スリリングで面白かっ

たと今でも話題になることがあるが，当時の小倉先生は油の乗り

切った時期で，鋭い指摘が次々と乱射銃のように飛び出し，私の

頭の中は真っ白となり，ほとんどまともな答えもできないままに

終わった。それからすでに２５年近くが経過し，私も多少なりと

も繍神療法についてなんらかの発言もするようになったが，当時

の私には小倉先生の臨床の秘密がどこにあるかなどまったく考え

ることもできず，ただただ圧倒されるばかりだった。

そのような貴重な経験をした私が小倉先生の臨床の場で一緒に

仕事ができるなど，想像だにしなかっただけに，この幸運をぜひ

とも大切にしたいと思った。そこで私が思いついたことはいくつ

かあったが，そのひとつが私の恩師村田豊久先生との対談企画で

あった。この企画は両先生の賛同を得て，無事遂行できて，昨年

遠見瞥房から上梓することができた（｢子どものこころを見つめ

て－臨床の神髄を語る｣)。その際，私は小倉先生の臨床の秘密に

迫ろうと，そんな内容の質問もぶつつけた。それはある程度成功






